
１ 組織名  太田自治会 

 

２ 地区の概要 

  ○面積 2.826ｋ㎡  ○世帯数 173世帯  ○人口 437人 

（１）おいたち 

太田地区は平担地であり、肥沃な土壌に恵まれた自然環境を背景に、米作を営農基盤

として発展した地域です。 

古来よりその名が示す通り「太田」は水田が拓け、特に先人太田氏の居館があり、産

業経済の地域拠点として発達し、経済基盤が水田として確立されたのは文治５年（1189

年平安中期）とされています。 

その後、集落が増加して安永９年（1780年 江戸後期）には15戸、文久２年（1862年

幕末）には58戸、明治９年（1876年）には67戸となりました。 

また、歴史的には南部藩の所領となって、徳田伝法寺通り太田村として代官所管轄に

なったのが享保20年（1735年 江戸中期）、明治22年（1889年）４月１日に町村制の発

布により不動村となり、昭和30年（1955年）町村合併により矢巾村が誕生し、その後、

昭和41年（1966年）５月１日町制施行により矢巾町太田となり現在に至っています。 

  

（２）特徴、特色 

太田地区は肥沃な耕地に農業生産性の高い農村集落として、水稲を基幹とした経営形

態を展開しています。農業生産基盤整備を実施し、生産組織、担い手を核とした高所得

生産活動を行っています。 

また、地区内には、高齢者施設や障がい者施設がありますが、どちらの施設にも自治

会の会員になっていただいております。その上で自治会の行事に参加をしていただいた

り、様々協力をいただいたりしております。また、反対に施設で行われる行事にも自治

会の皆さんも参加したりする機会もあり、交流を図っていることが挙げられ、高齢者や

障がい者に対する理解なども多少深められている地域となっています。 

 

３ コミュニティ計画 

（１）コミュニティ活動方針 

①キャッチフレーズ 

 『まみしぐ笑みのある暮らしを』 

 

②活動目標 

 自らの健康づくりを推進し、地域コミュニティにおける連帯感を深め、よりよい環

境を次世代につなげていく活動を目指します。 

 

（２）組織体制及び活動の内容 

組織の担当名 活   動   の   内   容 

運営委員会 事業、予算の計画、報告、決算等の検討に関すること 

役 員 会 議 事業、予算の計画、報告、決算等の検討に関すること 



総務企画部 
総会、各種会議の連絡調整、広報『はなばたけ』の発行等啓発活動に関す

ること 

公 民 館 生涯学習、地域研修、公民館の維持管理に関すること 

農村環境部 
農業農村の学習、環境衛生の推進（河川清掃・グラウンド整備）、資源リサ

イクル対策に関すること 

健康増進部 
健康増進の推進、健康診断受診率の向上、スポーツ・レクリエーションに

関すること 

郷土文化部 郷土芸能、芸術文化の継承保存、郷土史の精査及び啓発に関すること 

地域安全部 消防、交通安全、防犯、自主防災、高齢者及び独居老人等に関すること 

女 性 部 
生活の合理化推進、女性活動の推進、研修会及び講習会等地域交流に関す

ること 

 

（３）主な事業、年間行事等 

組織の担当名 活   動   の   内   容 

総務企画部 総会、役員会等各種会議、庶務・会計、広報『はなばたけ』の発行 

公 民 館 地域研修、公民館の維持管理、世代間交流、成人祝会、歳祝厄祓会 

農村環境部 
農業研修会、営農組織との連携、資源リサイクル、河川清掃、グラウンド

整備 

健康増進部 各種スポーツ行事への参加、レクリエーション大会等の開催 

郷土文化部 太田夏祭り、芸術文化祭、共同芸能の継承保存等 

地域安全部 自主防災、防災設備の管理、防災広報の発行 

女 性 部 健康増進等の研修会、講習会 

 

（４）コミュニティ施設等の整備計画                 （単位:千円） 

実施年度 事  業  区  分 事業費 内 容 説 明 

令和３年度 防犯灯設置 ２基 80 防犯灯ＬＥＤ化 

令和４年度 

農事交流センターＬＥＤ化工事 

備品保管庫設置 

防犯灯設置 １基 

1,000 

550 

80 

施設内電灯ＬＥＤ化 

防災用具等の保管 

防犯灯ＬＥＤ化 

令和５年度 
掲示板設置 １基 

防犯灯設置 ２基 

224 

80 

 

防犯灯ＩＥＤ化 

令和６年度 
農事交流センター屋根・外壁塗装 

防犯灯設置 １基 

3,000 

80 

公民館補修 

防犯灯新設 

令和７年度 防犯灯設置 １基 80 防犯灯新設 

 



４ 資金計画 

（１）収入計画                           （単位:千円） 

科 目 説   明 
金       額 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

繰 越 金  900 900 900 900 900 

自 治 会 費 
1,000×104戸×12月 

20,000×2法人 
1,288 1,288 1,288 1,288 1,288 

補 助 金 道路・河川愛護費 370 370 370 370 370 

 防犯灯電気料補助 30 30 30 30 30 

 防犯灯設置補助 35 35 35 35 35 

 コミュニティ整備補助 0 750 90 500 0 

繰 入 金 特別基金繰入金 0 800 134 2,500 0 

そ の 他 雑収入 100 100 100 100 100 

合  計  2,723 4,273 2,947 5,723 2,723 

 

 

 

（２）支出計画                           （単位:千円） 

科 目 説   明 
金       額 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

総務企画部 
会議費、役員手当、広報

発行、施設整備費等 
1,070 2,620 1,294 4,070 1,070 

公 民 館 
成人祝・歳祝い等、団体

補助、施設維持費等 
503 503 503 503 503 

農村環境部 
河川清掃、資源リサイク

ル、研修費等 
150 150 150 150 150 

健康増進部 
健康増進、スポーツ大会

等 
315 315 315 315 315 

地域安全部 
消防後援、自主防災、防

犯・防災施設維持費等 
500 500 500 500 500 

郷土文化部 
夏祭り、伝承さんさ踊り

保存等 
130 130 130 130 130 

女 性 部 研修会、講習会等 55 55 55 55 55 

合  計  2,723 4,273 2,947 5,723 2,723 

 



組織図

公民館長

監査会運営委員会

副会長

会長

総　会

区　長

総
務
企
画
部

公
民
館

地
域
安
全
部

女
性
部

農
村
環
境
部

健
康
増
進
部

郷
土
文
化
部

 


